
 
身の回りの事象や人々の生き方について問題意識をもって追究し、個々

の考えを高め合いながら、社会的事象の意味をとらえることができる授業

 

 

 
心ゆたかに たくましく生きる子

○よく考える頭     （創造性） 
○進んで働く手足    （自主性） 
○人もものも大切にする心（社会性） 

         

  

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な手だて 

学びたいという意欲（自主性）を育てるために その子なりの学び方（創造性）を育てるために 仲間との学び合い（社会性）を育てるために 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇一人一人の子どもの意欲につながる自己評

価を具体化する。 
〇一人一人の子どもの特性をつかむ教師の評

価を具体化する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇一人一人の子どもの特性に応じた指導・援

助を具体化する。 
〇一人一人の子どものつまずきに応じた指

導・援助を具体化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇一人一人の子どもの目的に応じた小集団づ

くりを具体化する。 

〇一人一人の子どもの見方や考え方、技能が

高まる学び合いの方法を具体化する。 
①学び方に関わる自己評価 
１時間の終末や家庭で、本時の学習について振

り返り、学ぶ姿勢や学び方について自己評価す

る。（年間における初期段階）また、帰りの会

の振り返りの時間に自分の学習姿勢について

の振り返りを行う。 
②本時の評価規準に関わる自己評価 

１時間の過程や終末で、本時の学習について振

り返り、評価規準をもとにした４観点について

自己評価する。（年間における中・後期段階） 
③単元における自己評価 

 単元を通しての学習の様子や感想を書き、自己

を振り返る。（児童の授業評価の項目も取り入

れる） 
④自己評価をもとにした教師側の評価 
自己評価（評価カード等）から、児童の実態や

特性を把握し、次時に生かす。 

①評価規準の位置付け 
 前単元に記入した児童の自己評価をもとに、

個々の学習状況や進歩の様子を生かして学習

を進めていけるような評価規準を指導計画に

位置付ける。 
②子どもの予想に応じた解決資料の複数提示 
課題解決の見通しが持てる資料を複数提示し、

児童が、個々の興味関心や、特性に応じた資料

を選択して追究できるようにする。 
③見通しを持てない子どもへの指導援助 
資料をもとに追究が始まったら、前時までの授

業の様子や自己評価より、課題解決の見通しの

自信がもてない子を事前に把握し、一番に指

導・援助する。 
④課題追究をさらに深める子への指導・援助 
資料を多面的に見たり、既習内容や体験等から

総合的に考えたりするよう指導・援助する。 

①課題追究時における学び合いの工夫 

 課題追究が早く終わった子同士で、ペア・また

は数人の少集団を作り、考えを交流し合わせる

などして、子どもが仲間の意見と比べながら、

自分の考えを確実にもったり、高めたりするこ

とができるようにする。 

②意見交流時の形態の工夫 

意見交流の時にお互い向き合ったり、子ども同

士で指名させたりするなど、子どもの実態に合

わせて、仲間の意見を認め、その意見を自分の

ものにする交流の仕方を考える。 

③意見が広まりやすい発言の仕方の指導 

 「資料①から～」「○○さんの意見を聞いて～」

「○○さんの意見について他に意見はありま

せんか」等、発言の仕方を具体的に指導する。 

 

社会科の授業において大切にしていること 

〇資料提示の工夫  

・驚き、疑問、矛盾など、五感に訴える資料提示を行う。 

〇主体的な学習の重視  

 ・作業的、体験的、問題解決的な学習を多く取り入れる。 

○地元の人物などの地域教材開発 

〇教室掲示の工夫  

 ・前時までの資料を教室掲示し、子どもが多面的に課題解決

していけるようにする。 

○学習形態の工夫  

 ・単元に応じて一斉、グループ別、個別学習を取り入れる。 

○板書の工夫 

 ・発言内容を、資料別・内容別にしてポイントをおさえなが

ら、子どもに分かりやすく明示する。 

○子どもへの言葉かけ 

・子どもの発言内容を認め励ます。 

社会科における子どもの実態 

（自主性） 
・授業を通して地域の様子に興味を

もち、地域の活動や行事に進んで

参加する姿が増えてきた。 
（創造性） 
・調査活動を意欲的に行い、資料か

ら必要な事象の意味を的確に読み

取り、自分の意見として表現して

いく姿が増えてきた。 
（社会性） 
・仲間の考えを参考にしながら、と

もに課題追究し、自らの考えをよ

り確かなものにしていこうとする

姿が増えてきた。 

社会科において願う子どもの姿 
（自主性） 
・地域の様子や歴史に深く興味関心をもち、疑

問から課題を設定し、主体的に追究していこ

うとする子ども 

（創造性） 
・調べ学習を通して、資料等から社会的事象の

意味を的確に読み取り、生活経験や既習内容

を交えながら、自分の考えとして分かりやす

く表現していくことができる子ども 

（社会性） 
・仲間の考えを認め、参考にしながら多面的に

問題追究し、自己の考えを深め、共に高まり

あいながら学習内容を理解していくことが

できる子ども 

研究主題 

社会科で目指す授業 

１人１人の子どもが「こんな資料があ

れば、解決できるな。」「楽しかった。

よく分かった。」と思えるようにする。

【研究内容１】 
一人一人の子どもが、目的意識を持

ち続けることができる、評価の在り方。

１人１人の子どもが「２つの資料や、前

の資料から課題解決できたぞ。」と思え

るようにする。 

【研究内容２】 
一人一人の子どもが、自分なりの方

法で課題を解決する事ができる、個に

応じた指導・援助の在り方。 

１人１人の子どもが「友達の考えはと

ても参考になった。聞いてよかった」

と思えるようにする。 

【研究内容３】 

一人一人の子どもが、自分の見方や

考え方、技能を高めることができる、

学習集団の在り方。 

学校の教育目標



 


